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北
方
の
水
不
足
地
域
で
は
「
河
と
い
う
河
に
水

が
無
く
、
あ
れ
ば
皆
汚
れ
て
」
い
て
、
南
の
水
の

豊
富
な
所
で
も
「
水
が
あ
れ
ば
皆
汚
れ
て
い
る
」。

こ
れ
は
中
央
政
府
で
水
行
政
を
担
当
す
る
水
利
部

部
長
が
、
二
○
○
四
年
の
活
動
を
振
り
返
っ
た
際

の
発
言
で
あ
る
。

中
国
で
は
、
平
常
の
降
雨
量
の
年
で
も
必
要
量

に
対
し
四
○
○
億
立
方
メ
ー
ト
ル
（
二
○
○
四
年

の
総
水
供
給
量
は
五
五
四
五
億
立
方
メ
ー
ト
ル
）

の
水
が
不
足
し
て
い
る
。
都
市
の
生
活
汚
水
と
工

業
汚
水
は
六
○
○
億
立
方
メ
ー
ト
ル
余
り
排
出
さ

れ
る
が
、
八
割
が
未
処
理
で
、
広
範
囲
に
汚
染
が

進
ん
で
い
る
。

深
刻
化
す
る
水
不
足
と
汚
染
に
対
し
、
中
国
政

府
は
制
度
改
革
に
取
組
ん
で
い
る
。
そ
れ
は
、
河

川
流
域
を
視
野
に
入
れ
た
水
資
源
の
統
一
的
管
理

の
強
化
と
、
水
利
の
た
め
の
多
様
な
資
金
ル
ー
ト

確
保
と
い
う
二
つ
の
柱
か
ら
な
る
。
二
○
○
二
年
、

こ
れ
ら
を
一
部
反
映
す
る
形
で
「
水
法
」
が
改
正

さ
れ
た
。
改
正
水
法
を
中
心
に
制
度
改
革
を
紹
介

し
、
抱
え
る
課
題
を
考
え
て
み
た
い
。

●
水
は
誰
の
も
の
か
│
水
資
源
の
所
有

と
分
配

中
国
の
水
資
源
は
国
家
が
所
有
し
、
中
央
政
府

（
国
務
院
）
が
国
家
を
代
表
し
て
所
有
権
を
行
使

す
る
。
旧
水
法
は
農
業
集
団
に
水
の
集
団
所
有
権

を
認
め
て
い
た
の
で
、
河
川
流
域
に
二
種
類
の
所

有
権
が
あ
っ
た
。
法
改
正
で
水
資
源
全
体
が
国
家

所
有
に
統
一
さ
れ
、
取
水
量
分
配
な
ど
流
域
の
水

利
用
の
決
定
権
限
が
国
家
に
集
中
さ
れ
た
。
な
お

国
務
院
が
所
有
権
を
行
使
す
る
と
い
う
こ
と
は
、

地
方
政
府
に
は
原
則
と
し
て
独
立
し
た
権
限
が
な

い
こ
と
を
意
味
す
る
。

中
央
政
府
に
権
限
が
あ
る
と
は
言
っ
て
も
、
水

量
分
配
を
一
方
的
に
行
う
わ
け
で
は
な
い
。
関
係

地
域
を
統
括
で
き
る
各
レ
ベ
ル
政
府
が
、
地
域
利

害
を
調
整
し
な
が
ら
分
配
を
決
め
る
。
省
、
市
、

県
と
タ
テ
に
階
層
化
さ
れ
た
地
方
政
府
が
、
そ
れ

ぞ
れ
の
管
轄
区
域
の
水
分
配
を
決
定
し
、
そ
の
上

に
国
務
院
に
よ
る
流
域
単
位
で
の
分
配
決
定
が
存

在
す
る
形
と
な
る
。
制
度
的
に
は
各
レ
ベ
ル
行
政

区
域
の
水
量
分
配
計
画
が
、
国
務
院
が
承
認
し
た

流
域
の
水
量
分
配
計
画
と
整
合
性
を
持
つ
必
要
が

あ
り
、
階
層
化
さ
れ
た
水
分
配
計
画
は
上
位
計
画

で
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
さ
れ
る
。
た
だ
流
域
の
分
配
計

画
策
定
作
業
は
、
あ
ま
り
進
ん
で
い
な
い
。

水
法
は
水
利
用
に
優
先
順
位
を
付
け
て
い
る
。

都
市
と
農
村
の
生
活
用
水
が
優
先
さ
れ
、
そ
の
上

で
農
業
用
水
、
工
業
用
水
、
生
態
環
境
用
水
お
よ

び
水
運
等
の
必
要
が
考
慮
さ
れ
る
。
人
の
生
存
が

最
優
先
な
の
は
当
然
だ
が
、
生
存
の
基
盤
で
あ
る

生
態
環
境
へ
の
水
確
保
を
規
定
し
て
い
る
点
は
先

進
的
で
あ
る
。
た
だ
生
活
用
水
以
外
の
利
用
調
整

の
仕
方
は
、
規
定
で
は
明
確
で
は
な
い
。

●
取
水
権
と
有
償
使
用
制
度

水
を
取
水
し
て
使
用
す
る
者
は
、
取
水
許
可
制

度
と
有
償
使
用
制
度
（
水
資
源
費
の
負
担
）
を
通

し
て
、
地
表
水
や
地
下
水
の
取
水
権
を
政
府
か
ら

取
得
す
る
。
た
だ
し
農
村
集
団
経
済
組
織
が
所
有

す
る
貯
水
池
等
の
水
使
用
は
、
両
制
度
が
適
用
さ

れ
な
い
。
農
村
の
水
利
施
設
建
設
と
維
持
補
修
を
、

農
民
や
集
団
が
労
働
と
資
金
を
投
下
し
て
行
っ
て

き
た
歴
史
的
経
緯
の
た
め
に
、
集
団
所
有
制
は
廃

止
し
た
が
、
農
民
達
の
既
得
権
益
を
尊
重
し
た
の

で
あ
る
。
な
お
生
活
や
家
畜
の
飲
用
目
的
の
小
規

模
取
水
も
対
象
外
で
あ
る
。

許
可
制
度
は
旧
法
の
と
き
か
ら
実
施
さ
れ
、
許

可
証
発
行
は
七
○
万
件
を
超
え
、
許
可
水
量
は
四

五
○
○
億
立
方
メ
ー
ト
ル
に
達
し
た
と
言
わ
れ
る
。

水
資
源
費
の
徴
収
は
、
中
央
政
府
の
規
定
が
未
整

中
国
に
お
け
る
流
域
管
理
の
制
度
改
革
と
課
題
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備
の
た
め
、
省
・
自
治
区
・
直
轄
市
が
そ
れ
ぞ
れ

定
め
た
規
定
に
従
っ
て
実
施
さ
れ
て
い
る
。
た
だ

規
定
が
制
定
さ
れ
て
い
な
い
地
方
が
あ
る
ほ
か
、

農
業
用
水
供
給
事
業
で
は
農
民
負
担
軽
減
の
た
め

に
徴
収
さ
れ
て
い
な
い
。

水
の
有
償
使
用
と
し
て
は
「
水
費
」
の
徴
収
も

行
わ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
水
利
施
設
か
ら
供
給

さ
れ
る
水
の
利
用
代
金
の
徴
収
で
あ
る
。
生
活
用

水
で
も
灌
漑
用
水
で
も
徴
収
さ
れ
、
農
村
で
も
徴

収
さ
れ
て
い
る
。
水
資
源
費
と
水
費
の
両
制
度
は
、

不
合
理
な
金
額
（
低
額
）
と
不
完
全
な
徴
収
の
た

め
に
、
水
利
施
設
の
維
持
・
更
新
費
用
を
賄
え
な

い
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
て
、
投
資
資
金
確
保
が

大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

●
政
府
に
よ
る
水
利
施
設
投
資
の
停
滞

と
企
業
化

建
国
後
中
国
は
治
水
と
利
水
の
施
設
建
設
を
行

っ
て
き
た
。
改
革
開
放
前
、
イ
ン
フ
ラ
整
備
投
資

全
体
に
占
め
る
水
関
係
の
建
設
投
資
の
割
合
は
、

一
部
期
間
を
除
く
と
七
〜
一
○
％
を
占
め
て
い
た

が
、
一
九
八
○
年
代
に
入
っ
て
か
ら
は
二
％
前
後

に
ま
で
落
ち
込
ん
だ
。

一
九
九
八
年
の
大
洪
水
の
後
、
水
関
係
の
建
設

投
資
の
国
家
資
金
は
増
額
さ
れ
た
が
、
治
水
分
が

五
○
％
前
後
を
占
め
、
ま
た
投
資
は
大
河
川
関
係

が
中
心
で
、
県
レ
ベ
ル
以
下
の
地
方
の
水
利
投
資

は
相
対
的
に
減
少
し
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。

一
九
九
八
年
か
ら
二
○
○
四
年
ま
で
の
中
央
政
府

に
よ
る
水
関
係
の
建
設
投
資
の
七
一
％
が
国
債
資

金
に
よ
る
も
の
で
（
累
計
で
一
七
二
六
億
元
）、

国
債
依
存
の
体
質
に
な
っ
て
い
る
。

従
来
、
農
民
に
依
拠
し
て
き
た
農
村
で
の
水
利

建
設
事
業
は
、
集
団
経
営
の
農
業
生
産
が
個
人
経

営
化
さ
れ
る
の
に
伴
い
、
個
別
農
家
が
必
要
と
能

力
に
応
じ
て
行
う
状
態
と
な
り
、
停
滞
し
た
。
現

在
使
用
さ
れ
て
い
る
農
業
水
利
施
設
の
大
半
が
、

一
九
五
三
年
か
ら
一
九
七
○
年
代
末
ま
で
に
建
設

さ
れ
た
も
の
と
言
わ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
下
、
各
種
水
利
施
設
へ
の

多
様
な
資
金
導
入
が
試
み
ら
れ
て
い
る
。
全
体
の

方
向
性
は
水
利
事
業
の
企
業
化
で
、
都
市
で
も
農

村
で
も
各
種
用
水
を
政
府
事
業
か
ら
民
営
化
す
る

取
組
み
が
行
わ
れ
て
い
る
。
一
九
九
七
年
に
国
務

院
が
承
認
し
た
「
水
利
産
業
政
策
」
は
、
水
利
事

業
を
公
益
的
性
格
の
も
の
と
経
営
的
性
格
の
も
の

と
に
分
け
、
後
者
は
行
政
事
業
か
ら
、
利
潤
を
獲

得
す
る
企
業
に
転
換
す
る
と
し
て
い
る
。
改
正
水

法
は
「
水
費
」
に
収
益
分
の
算
入
を
認
め
た
が
、

水
利
企
業
化
の
政
策
に
沿
っ
た
も
の
で
あ
る
。

●
取
水
権
の
売
買
の
実
験

取
水
権
を
他
の
者
に
売
る
こ
と
が
で
き
る
か
。

当
初
の
水
法
改
正
案
は
、
有
償
譲
渡
を
認
め
る
規

定
を
置
い
て
い
た
。
し
か
し
審
議
の
過
程
で
、
権

利
水
量
の
正
確
さ
に
つ
い
て
疑
問
が
出
さ
れ
る
な

ど
反
対
意
見
が
強
く
、
結
局
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。

だ
が
水
不
足
と
資
金
不
足
を
解
消
す
る
た
め
、
取

水
権
の
売
買
が
試
み
ら
れ
て
い
る
。
中
国
で
は
、

試
験
的
取
組
み
を
進
め
、
条
件
が
成
熟
す
る
と
法

律
に
規
定
す
る
や
り
方
が
認
め
ら
れ
て
い
る
が
、

有
償
譲
渡
に
も
こ
の
手
法
が
取
ら
れ
て
い
る
。

水
利
部
と
そ
の
出
先
機
関
の
黄
河
水
利
委
員
会

は
二
○
○
四
年
に
関
係
規
定
を
定
め
、
黄
河
上
流

域
の
内
蒙
古
と
寧
夏
の
二
つ
の
自
治
区
で
取
水
権

譲
渡
の
取
組
み
を
進
め
て
い
る
。
農
業
用
水
の
取

水
権
と
水
量
を
工
業
へ
転
換
す
る
事
業
で
あ
る
。

両
自
治
区
の
黄
河
本
流
か
ら
の
取
水
量
が
配
分
量

を
超
え
、
工
業
用
の
新
規
取
水
が
認
め
ら
れ
な
い

た
め
に
実
施
さ
れ
て
い
る
。
農
業
灌
漑
区
で
土
水

路
な
ど
を
舗
装
し
て
漏
水
を
防
ぎ
、
こ
れ
で
節
水

で
き
た
水
量
を
工
業
と
火
力
発
電
用
に
転
換
す
る
。

両
自
治
区
で
は
総
用
水
量
中
の
工
業
用
水
の
割
合

が
約
三
％
だ
が
、
こ
れ
が
二
○
一
○
年
ま
で
に
一

○
％
程
度
に
な
る
と
い
う
想
定
で
譲
渡
作
業
が
進

め
ら
れ
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
水
に
関
す
る
権
利
の
有
償
譲
渡
が
初

め
て
行
わ
れ
た
の
は
、
法
改
正
前
の
二
○
○
一
年

で
あ
る
。
浙
江
省
の
東
陽
市
と
義
烏
市
は
、
東
陽

市
所
有
の
横
錦
貯
水
湖
の
水
使
用
権
を
有
償
で
譲

渡
す
る
契
約
を
結
ん
だ
。
義
烏
市
は
、
二
億
元
で

毎
年
約
五
○
○
○
万
立
方
メ
ー
ト
ル
ま
で
使
用
す

る
権
利
を
購
入
し
、
毎
年
の
実
際
の
取
水
量
に
応

じ
た
総
合
管
理
費
を
東
陽
市
に
支
払
う
。
譲
渡
さ

れ
る
水
量
は
、
貯
水
湖
の
無
効
放
流
分
と
東
陽
市

の
灌
漑
用
水
の
漏
水
対
策
工
事
で
生
み
だ
さ
れ
た

節
水
分
で
あ
る
。
二
○
○
五
年
、
実
際
に
義
烏
市

へ
の
送
水
が
行
わ
れ
て
い
る
。
経
済
発
展
で
義
烏

市
の
人
口
と
市
域
の
拡
大
が
続
き
、
都
市
用
水
需

要
が
増
大
し
た
が
新
規
水
源
開
発
の
時
間
的
余
裕

が
な
い
た
め
、
同
一
河
川
の
上
流
に
あ
る
東
陽
市

の
水
を
利
用
す
る
方
策
が
取
ら
れ
た
。
こ
の
譲
渡

は
、
中
央
政
府
の
水
利
部
に
よ
っ
て
追
認
さ
れ
た
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が
、
渇
水
期
の
水
分
配
や
洪
水
時
の
運
用
な
ど
未

解
決
の
問
題
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。

以
上
の
取
組
み
は
、
灌
漑
用
水
施
設
の
改
良
で

農
業
用
水
を
節
水
し
、
そ
の
分
の
取
水
権
を
入
手

す
る
側
が
、
改
良
工
事
の
資
金
を
負
担
す
る
も
の

で
あ
る
。
政
府
の
水
利
行
政
部
門
の
管
理
下
で
行

わ
れ
、
譲
渡
当
事
者
も
公
的
セ
ク
タ
ー
で
あ
る
。

譲
渡
さ
れ
た
取
水
権
は
当
事
者
間
で
移
転
す
る
の

で
は
な
く
、
譲
る
側
の
許
可
が
変
更
さ
れ
、
譲
り

受
け
る
側
が
新
し
く
許
可
を
受
け
る
手
続
と
な
っ

て
い
る
。
全
体
と
し
て
、
日
本
で
一
九
七
○
年
代

か
ら
実
施
さ
れ
た
農
業
用
水
合
理
化
対
策
事
業
の

手
法
に
似
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
ケ
ー
ス
は
水
使
用
権
の
市
場
取
引
と

は
言
え
な
い
が
、
今
後
ど
う
な
る
の
か
。
水
利
部

は
二
○
○
五
年
一
月
「
水
権
譲
渡
に
関
す
る
若
干

の
意
見
」
と
い
う
指
導
文
書
を
出
し
、
制
度
を
完

全
な
も
の
と
す
る
た
め
に
各
地
で
大
胆
に
有
償
譲

渡
を
行
う
こ
と
を
求
め
て
い
る
。
多
数
の
譲
り
受

け
希
望
者
が
い
る
場
合
は
、
競
売
な
ど
を
行
う
こ

と
も
認
め
ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
農
業
用
水
内
で

の
水
取
引
は
、
水
利
施
設
の
管
理
組
織
の
同
意
を

得
れ
ば
簡
単
な
手
続
で
実
施
で
き
る
と
し
、
政
府

管
理
か
ら
離
れ
て
取
引
が
行
え
る
。
河
川
の
水
量

分
配
に
影
響
す
る
取
水
権
譲
渡
は
政
府
管
理
下
で
、

一
方
、
影
響
し
な
い
か
、
影
響
の
少
な
い
譲
渡
は

政
府
か
ら
離
れ
て
行
う
形
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の

枠
組
み
の
下
で
多
様
な
譲
渡
が
行
わ
れ
、
法
ル
ー

ル
が
形
成
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

な
お
寧
夏
回
族
自
治
区
の
事
業
で
は
、
漏
水
防

止
の
舗
装
が
地
下
水
へ
の
補
給
を
断
ち
、
生
態
環

境
へ
影
響
す
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
。
ま
た

汚
染
問
題
も
あ
る
。
汚
染
物
質
排
出
総
量
と
地
表

水
総
量
の
比
を
「
水
資
源
汚
浄
比
」
と
呼
ん
で
い

る
が
、
同
自
治
区
は
三
一
・
九
％
で
自
浄
能
力
の

一
三
倍
も
の
汚
染
と
な
っ
て
い
る
。
農
業
に
も
面

源
汚
染
の
問
題
は
あ
る
が
、
用
水
転
用
で
進
む
工

業
開
発
は
水
環
境
に
ど
う
影
響
す
る
の
か
。
水
法

は
生
態
環
境
の
保
護
・
改
善
を
目
的
と
す
る
が
、

譲
渡
制
度
に
環
境
の
保
護
・
改
善
を
ど
う
組
込
む

の
か
は
、
重
要
な
検
討
課
題
で
あ
る
。

●
汚
染
問
題
に
対
す
る
水
行
政
部
門
の

対
応

水
汚
染
の
深
刻
化
、
広
範
化
で
、
使
用
で
き
る

水
の
不
足
は
加
速
さ
れ
る
。
逆
に
水
が
不
足
す
る

と
河
川
な
ど
の
希
釈
能
力
が
落
ち
て
、
汚
染
が
ひ

ど
く
な
る
。
改
正
水
法
は
水
域
の
自
然
浄
化
能
力

の
維
持
を
目
指
し
、
水
行
政
部
門
が
汚
染
に
対
処

す
る
た
め
の
規
定
を
置
い
た
。

第
一
に
汚
染
総
量
規
制
へ
の
関
与
で
あ
る
。
環

境
行
政
部
門
が
実
施
す
る
汚
染
総
量
規
制
の
た
め

に
、
水
行
政
部
門
が
水
域
の
汚
染
受
容
能
力
を
確

定
し
、
汚
染
物
質
の
排
出
総
量
の
限
度
に
つ
い
て

環
境
行
政
部
門
へ
意
見
を
述
べ
る
。
そ
し
て
水
行

政
部
門
は
水
質
監
視
を
行
い
、
汚
染
物
質
が
総
量

規
制
指
標
を
超
え
て
い
る
場
合
は
、
関
係
政
府
に

対
応
す
る
よ
う
に
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
二
に
、
河
川
と
湖
沼
へ
の
排
水
口
の
設
置
、

改
修
、
拡
張
に
関
す
る
行
政
権
限
が
明
確
に
規
定

さ
れ
た
。
水
行
政
部
門
は
、
設
置
等
の
可
否
を
判

断
す
る
権
限
を
持
ち
、
そ
の
同
意
を
得
な
い
で
設

置
等
し
た
者
に
対
し
て
は
、
違
法
行
為
の
是
正
、

原
状
回
復
さ
ら
に
は
過
料
の
処
分
を
行
え
る
。

さ
て
こ
れ
で
問
題
は
解
決
で
き
る
の
か
。
こ
れ

ま
で
、
汚
染
許
容
量
（
水
量
の
変
化
で
変
わ
る
）

は
水
行
政
が
、
排
出
総
量
（
生
産
周
期
で
変
わ

る
）
は
環
境
行
政
が
決
め
る
の
で
、
渇
水
期
に
汚

染
物
質
の
排
出
が
最
大
で
急
速
に
水
質
悪
化
し
て

も
誰
も
責
任
を
負
わ
な
い
と
い
う
現
象
が
あ
っ
た
。

渇
水
の
時
の
汚
染
総
量
規
制
は
、
汚
染
源
の
生
活

・
生
産
活
動
に
影
響
を
与
え
、
各
地
域
の
利
害
に

関
わ
る
問
題
で
あ
る
か
ら
、
か
な
り
の
調
整
作
業

が
必
要
と
考
え
ら
れ
、
容
易
に
は
解
決
策
が
決
ま

ら
な
い
と
思
わ
れ
る
。

ま
た
河
川
流
域
の
治
水
と
汚
染
対
策
の
連
携
と

い
う
課
題
も
あ
る
。
大
水
対
応
の
た
め
上
流
側
が

堰
を
開
け
、
大
量
に
せ
き
止
め
ら
れ
て
い
た
汚
染

物
質
を
一
挙
に
下
流
域
へ
排
出
し
、
下
流
域
で
深

刻
な
汚
染
被
害
が
発
生
し
て
い
る
。
洪
水
調
整
は
、

汚
染
を
視
野
に
入
れ
て
行
う
必
要
が
あ
る
が
、
流

域
に
設
置
さ
れ
る
排
水
口
の
行
政
管
理
は
ま
だ
完

全
な
も
の
で
は
な
い
。
二
○
○
三
年
に
河
北
省
で

行
わ
れ
た
排
水
口
調
査
で
は
、
七
九
％
が
無
届
で

設
置
し
て
い
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。
排
水
を
行
う

者
を
把
握
で
き
て
い
な
い
現
状
で
は
、
汚
染
を
防

ぐ
よ
う
に
洪
水
調
整
を
行
う
こ
と
は
、
現
実
に
は

難
し
い
で
あ
ろ
う
。

●
分
散
管
理
か
ら
区
域
統
一
管
理
・
流

域
管
理
へ

政
府
の
水
資
源
管
理
体
制
は
、
旧
水
法
で
は

「
分
級
・
分
部
門
管
理
」
と
い
う
、
階
層
化
さ
れ
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た
地
方
の
各
レ
ベ
ル
政
府
（
分
級
）
と
、
政
府
の

各
行
政
部
門
（
分
部
門
）
が
、
横
割
り
・
縦
割
り

で
バ
ラ
バ
ラ
に
問
題
を
処
理
す
る
多
頭
体
制
だ
っ

た
。
都
市
と
農
村
、
地
表
水
と
地
下
水
、
治
水
と

利
水
、
利
水
の
利
用
目
的
な
ど
の
区
分
に
加
え
、

大
都
市
は
も
ち
ろ
ん
小
規
模
都
市
で
も
、
水
源
、

水
供
給
、
排
水
、
汚
染
防
止
そ
し
て
汚
水
処
理
・

回
収
利
用
を
別
々
の
行
政
部
門
が
管
理
し
、
管
理

コ
ス
ト
は
か
か
る
が
効
果
が
上
が
ら
な
か
っ
た
と

さ
れ
て
い
る
。

改
正
法
は
こ
の
よ
う
な
多
頭
体
制
に
代
え
、
各

行
政
区
域
ご
と
の
統
一
管
理
と
、
流
域
で
の
統
一

管
理
を
目
指
す
。
前
者
は
、
省
か
ら
県
ま
で
各
レ

ベ
ル
地
方
政
府
で
、
複
数
の
行
政
部
門
が
持
っ
て

い
た
水
関
係
の
権
限
を
統
一
す
る
こ
と
が
目
指
さ

れ
て
い
る
。
一
方
、
流
域
で
の
統
一
管
理
は
、
主

要
な
河
川
と
湖
沼
に
つ
い
て
中
央
政
府
の
水
利
部

の
出
先
機
関
と
し
て
流
域
管
理
機
構
（
名
称
は
○

○
水
利
委
員
会
）
を
置
き
、
そ
れ
が
一
定
の
権
限

を
行
使
す
る
仕
組
み
で
あ
る
。

地
方
政
府
で
の
統
一
管
理
は
、
水
務
局
と
呼
ば

れ
る
部
門
な
ど
へ
の
改
組
と
い
う
形
で
進
行
し
て

い
る
。
二
○
○
五
年
二
月
水
利
部
が
出
し
た
「
水

務
管
理
体
制
改
革
指
導
意
見
」
は
、
県
レ
ベ
ル
以

上
の
地
方
政
府
で
組
織
整
備
を
行
う
こ
と
を
求
め

て
い
る
。
す
で
に
県
レ
ベ
ル
以
上
地
方
政
府
の
五

三
％
（
省
レ
ベ
ル
政
府
で
は
四
カ
所
）
で
改
組
が

済
ん
だ
と
さ
れ
て
い
る
。
水
務
局
設
立
は
一
九
九

三
年
の
深

市
が
最
初
で
、
一
九
九
七
年
安
徽
省

の
鳳
陽
県
が
二
番
目
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の

ケ
ー
ス
か
ら
の
時
間
を
考
え
る
と
、
改
編
作
業
の

大
変
さ
が
う
か
が
え
る
。
統
合
に
よ
る
リ
ス
ト
ラ

の
問
題
が
あ
る
か
ら
だ
ろ
う
。
な
お
行
政
部
門
の

権
限
統
一
は
、
地
方
政
府
に
つ
い
て
だ
け
で
、
中

央
政
府
は
対
象
で
は
な
い
。

流
域
管
理
機
構
は
流
域
の
統
一
管
理
の
役
割
を

担
う
が
、
あ
く
ま
で
水
利
部
の
出
先
機
関
で
あ
っ

て
流
域
管
理
の
独
立
し
た
機
関
で
は
な
い
。
水
利

部
の
指
揮
下
で
行
動
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま

た
水
管
理
の
基
本
的
権
限
は
、
水
量
の
分
配
権
限

も
含
め
、
各
地
方
政
府
が
持
っ
て
い
る
。
こ
れ
を

象
徴
す
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
あ
る
。
省
レ
ベ
ル
政
府

管
轄
下
の
大
型
、
中
型
の
農
業
灌
漑
区
に
つ
い
て
、

流
域
管
理
機
構
は
水
利
部
の
授
権
が
あ
っ
た
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
い
ま
だ
取
水
許
可
の
手
続
き
を
実

施
で
き
て
い
な
い
と
の
こ
と
で
あ
る
。

流
域
の
水
資
源
を
統
一
的
に
管
理
で
き
る
独
立

機
関
の
設
置
は
、
現
実
に
は
難
し
い
だ
ろ
う
。
河

川
本
流
の
全
長
が
五
四
六
四
キ
ロ
、
流
域
面
積
七

九
万
平
方
キ
ロ
の
黄
河
は
、
九
つ
の
省
と
自
治
区

を
流
れ
、
水
の
分
配
を
受
け
る
の
は
一
一
の
省
・

自
治
区
に
の
ぼ
る
。
こ
の
よ
う
な
広
大
な
地
域
の

多
様
な
利
益
（
生
活
、
生
産
、
生
態
環
境
）
と
害

（
治
水
、
汚
染
）
を
調
整
す
る
こ
と
は
、
高
度
の

政
治
課
題
で
あ
り
、
単
独
の
機
関
で
行
え
る
も
の

で
は
な
い
。
行
政
区
域
（
分
級
）
管
理
が
残
っ
た

の
は
、
地
域
利
害
を
配
慮
せ
ざ
る
を
得
な
い
た
め

で
あ
ろ
う
。

●
水
を
め
ぐ
る
紛
争
へ
の
対
応

利
水
・
治
水
・
水
運
・
汚
染
な
ど
水
と
関
係
す

る
争
い
に
つ
い
て
、
水
法
は
紛
争
の
性
格
を
分
け

て
解
決
手
続
を
置
く
。
個
人
や
法
人
な
ど
の
間
で

発
生
す
る
争
い
は
、
民
事
紛
争
と
し
て
調
停
か
民

事
裁
判
で
解
決
さ
れ
る
。
一
方
、
行
政
区
域
間
で

の
争
い
は
行
政
間
紛
争
と
さ
れ
、
争
っ
て
い
る
行

政
区
域
の
一
つ
上
の
政
府
が
裁
決
に
よ
っ
て
解
決

し
、
裁
判
手
続
は
取
ら
れ
な
い
。

中
国
で
は
村
対
村
、
郷
対
郷
、
県
対
県
さ
ら
に

は
省
対
省
の
争
い
ま
で
あ
る
。
解
決
に
は
河
川
整

備
や
施
設
建
設
の
た
め
の
大
量
の
資
金
投
入
や
、

水
分
配
調
整
の
行
政
措
置
な
ど
、
総
合
的
に
対
応

す
る
こ
と
が
必
要
で
、
こ
の
よ
う
な
解
決
能
力
を

持
つ
の
は
政
府
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

一
九
五
○
年
代
か
ら
争
い
が
続
く

河
の
ケ
ー

ス
は
、
河
南
省
と
河
北
省
の
争
い
に
対
す
る
、
中

央
政
府
に
よ
る
解
決
策
模
索
の
歴
史
で
あ
る
。
中

央
政
府
の
仲
介
に
よ
る
両
省
の
合
意
、
河
川
の
一

定
区
間
を
流
域
管
理
機
構
（
海
河
水
利
委
員
会
）

の
直
轄
管
理
に
す
る
な
ど
の
対
応
が
行
わ
れ
た
が

問
題
は
解
決
せ
ず
、
一
九
九
九
年
に
は
両
省
の
村

同
士
で
発
砲
・
爆
発
に
よ
る
負
傷
者
を
出
す
事
件

ま
で
発
生
し
た
。
暴
力
事
件
の
後
、
紛
争
予
防
の

た
め
上
流
の
山
西
省
が
貯
水
湖
に
持
つ
水
を
、
両

省
が
有
償
で
譲
り
受
け
る
対
策
も
採
ら
れ
て
い
る

が
、
最
終
的
解
決
に
は
至
っ
て
い
な
い
。

汚
染
紛
争
も
あ
る
。
江
蘇
省
蘇
州
市
の
あ
る
町

か
ら
の
長
年
の
汚
染
に
耐
え
か
ね
、
浙
江
省
嘉
興

市
の
農
漁
民
が
二
○
○
一
年
に
、
汚
染
水
が
流
れ

て
こ
な
い
よ
う
に
川
を
せ
き
止
め
る
実
力
行
使
に

出
た
。
中
央
政
府
の
仲
介
で
両
省
政
府
の
副
省
長

が
協
議
書
に
合
意
し
、
江
蘇
省
側
が
汚
染
企
業
の

生
産
停
止
な
ど
の
処
分
を
行
う
こ
と
と
、
汚
染
被

アジ研ワールド・トレンド No.122（2005．11）─1213─アジ研ワールド・トレンド No.122（2005．11）



特
集

特集／中国における持続可能な流域ガバナンスと国際協力

害
へ
の
補
償
を
行
う
こ
と
で
、
紛
争
は
終
了
し
た
。

問
題
が
深
刻
化
し
て
中
央
政
府
が
乗
り
出
す
ま
で
、

江
蘇
省
側
の
地
元
政
府
は
違
法
汚
染
源
に
法
的
措

置
を
と
ら
ず
に
放
置
し
た
か
ら
発
生
し
た
事
件
だ

が
、
放
置
さ
れ
た
の
は
被
害
地
域
が
別
の
行
政
区

域
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

二
○
○
四
年
に
水
利
部
が
制
定
し
た
「
省
際
水

関
係
紛
争
の
予
防
と
処
理
の
弁
法
」
は
、
省
レ
ベ

ル
政
府
の
間
で
協
議
が
成
立
し
な
い
場
合
に
は
、

水
利
部
あ
る
い
は
流
域
管
理
機
構
が
処
理
す
る
が
、

最
終
的
に
は
国
務
院
が
裁
決
す
る
と
し
て
い
る
。

地
方
政
府
が
地
元
の
利
益
を
は
か
ろ
う
と
し
て
紛

争
が
深
刻
化
す
る
現
実
の
前
で
は
、
最
終
的
解
決

権
限
は
最
上
位
の
中
央
政
府
が
持
た
ざ
る
を
得
な

い
の
で
あ
る
。

●
今
後
の
課
題
に
つ
い
て

中
国
で
進
む
制
度
改
革
の
基
本
構
造
は
、
水
利

へ
の
投
資
資
金
確
保
の
た
め
に
、
水
資
源
の
国
家

管
理
を
強
化
す
る
形
で
あ
る
。
資
金
調
達
の
た
め

に
水
使
用
権
の
有
償
譲
渡
ま
で
も
が
容
認
さ
れ
て

い
る
が
、
そ
の
た
め
に
は
利
水
者
へ
の
水
量
分
配

が
流
域
単
位
で
行
わ
れ
、
取
水
権
が
明
確
に
さ
れ

る
必
要
が
あ
る
。
だ
か
ら
統
一
管
理
が
目
指
さ
れ

て
い
る
の
で
あ
る
。

今
後
、
有
償
譲
渡
が
ど
の
よ
う
な
制
度
的
位
置

づ
け
を
与
え
ら
れ
る
の
か
は
、
水
利
へ
の
政
府
の

投
資
能
力
と
意
志
と
の
関
係
で
決
ま
る
だ
ろ
う
。

次
の
ケ
ー
ス
は
そ
れ
を
示
唆
す
る
。

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
る
北
京
は
深
刻
な

水
不
足
に
あ
る
。
二
○
○
三
年
秋
、
山
西
省
の
冊

田
ダ
ム
か
ら
北
京
の
水
源
の
官
庁
ダ
ム
へ
、
首
都

支
援
と
し
て
五
○
○
○
万
立
方
メ
ー
ト
ル
放
水
さ

れ
た
（
三
○
○
○
万
立
方
メ
ー
ト
ル
到
達
）。
将

来
は
一
億
立
方
メ
ー
ト
ル
近
い
放
水
が
予
定
さ
れ

て
い
る
。
こ
の
水
は
山
西
省
の
灌
漑
区
の
節
水
工

事
で
生
み
出
さ
れ
た
が
、
出
資
し
た
の
は
中
央
政

府
で
あ
り
、
有
償
譲
渡
と
は
違
う
手
法
が
取
ら
れ

た
。
山
西
省
は
水
が
豊
富
な
所
で
は
な
く
、
冊
田

ダ
ム
の
あ
る
大
同
市
は
水
不
足
が
ひ
ど
く
て
砂
漠

化
の
深
刻
な
地
域
で
あ
る
。
そ
れ
な
の
に
首
都
支

援
の
送
水
が
行
わ
れ
た
の
は
、
高
度
な
政
治
的
決

定
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

水
利
投
資
の
財
源
制
度
（
水
資
源
費
）
が
あ
る

の
だ
か
ら
、
こ
れ
と
取
水
権
譲
渡
制
度
と
を
、
ど

う
い
う
役
割
分
担
に
す
る
の
か
。
流
域
内
で
の
水

関
連
事
業
の
重
要
性
・
公
益
性
や
規
模
、
そ
し
て

生
態
環
境
と
の
関
係
な
ど
で
決
め
る
こ
と
に
な
る

だ
ろ
う
。
そ
の
際
、
公
益
性
と
は
何
か
、
そ
の
判

断
の
基
準
と
手
続
き
も
具
体
化
す
る
必
要
が
あ
ろ

う
。
と
も
あ
れ
水
の
権
利
の
売
買
を
進
め
る
際
、

次
の
こ
と
に
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
。

第
一
に
、
権
利
移
転
が
流
域
の
水
収
支
を
変
え
、

利
水
と
排
水
秩
序
の
か
く
乱
や
、
汚
染
な
ど
で
、

他
の
利
水
者
に
影
響
す
る
と
紛
争
は
避
け
ら
れ
な

い
。
具
体
的
解
決
ル
ー
ル
を
ど
う
す
る
の
か
。

第
二
に
、
生
態
環
境
用
の
水
量
確
保
は
、
誰
が
、

ど
う
や
っ
て
責
任
を
果
た
す
の
か
。

第
三
に
、
権
利
移
転
の
後
、
売
っ
た
側
が
新
た

な
流
域
の
水
源
開
発
を
行
う
、
玉
突
き
開
発
を
ど

う
制
御
す
る
の
か
。
取
水
権
を
売
っ
た
浙
江
省
の

東
陽
市
は
、
自
ら
の
地
域
の
発
展
を
想
定
し
、
得

た
収
入
で
新
規
水
源
開
発
を
予
定
し
て
い
る
。

第
四
に
、
生
態
破
壊
を
防
げ
る
の
は
水
行
政
か
。

小
規
模
水
力
発
電
開
発
に
民
間
資
本
が
殺
到
し
、

中
小
河
川
の
開
発
権
買
占
め
ま
で
生
じ
て
い
て
、

生
態
破
壊
が
深
刻
に
な
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。
自

然
保
護
の
観
点
か
ら
議
論
に
な
っ
て
い
た
怒
江
流

域
の
水
力
発
電
に
つ
い
て
、
水
利
部
長
江
水
利
委

員
会
は
生
態
破
壊
へ
の
配
慮
を
示
し
つ
つ
も
建
設

容
認
の
立
場
を
と
っ
て
い
る
。

水
法
は
生
態
環
境
保
護
を
目
的
と
す
る
が
、
そ

の
実
現
に
は
、
そ
の
価
値
を
代
弁
で
き
る
者
が
水

利
用
秩
序
の
形
成
に
積
極
的
に
関
与
す
る
仕
組
み

が
必
要
で
あ
る
。
水
が
決
め
る
自
然
の
受
容
能
力

を
前
提
と
し
た
地
域
開
発
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
、

検
討
・
解
決
す
べ
き
制
度
的
課
題
は
多
い
。

（
か 

た
お
か　

な
お
き
／
東
京
経
済
大
学
現
代

法
学
部
教
授
）
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